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表 紙 写 真 説 明

初めにほぼ真直 ぐだったCu-40wt%Zn合 金(い わゆる

β真鍮)の 棒を液体窒 素中で変形((b)図)し たあと室温に放置す

ると,昇 温 してAs温 度(こ の場合,約 一120℃)に 達するとと

もに形状が恢復 し始める((6}→ ④ →㈲図)。Af温 度(こ の場 合,

約60℃)に なるとほぼ完全に元の真直 ぐな形状に戻 る((f)図)。

このような変形 した合金を幾分高い温度 に加熱したと きに変形前

の形状に戻 る現 象を「形状記憶効果 」.と言 う。(本 文3■頁参照)


